




く意志〉を表すム ー ド形式 「 ショウ」は、 文を終止する動詞の語形の一つとして、＜命令〉
のム ー ド形式 「 シロJ、 〈叙述〉のム ー ド形式ばル」と、く述べ方＝叙法〉の点で対立する。












日本語のム ー ドの基本体系をこのように考えるなら、「ショゥ 」 に〈Ht:lil:〉を表す用法が






のように、 疑間形式を有し、 勁問 「息う」の引用文中に生起するという性質を共有する。 さ
らに、「ショウ」 は〈勧誘（行動要求）〉へ、「ダロウ」 は暉認要求〉へと、 対話において
開き手に対して要求を行う用法をともに派生させていることも注目される。
そもそも、 「 ダロウ」は、「ショ九の推函用法が形式的に分化したものであり、 ム ー ド形
式としての同質性が存在することは、当然のことであろう。 「ダロウ」について論じるにあたっ
ては、 認識の形式どうしの比較だけでなく、「ショ加を比較の対象に据えることが必要で
あり、 逆に、「ショウ」 を、 意思決定という、 一種の判断形成を表現する形式と認織するこ
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とも必要であろう。この除文では、「ショウ 」「 ダロウ」を広義判断形式と把梱し、判断の形
成段階という観点から、その疑問形式について考察したい (it2) 。




































この二つの例((9)の第二文は 「 力」が省略されている）は、まず、 wh疑問文で判断
すべき牒題を設定し、続いて、下される判断の候補を選択的に提示するという判断形成のプ
ロセスが、「ショウカ」と 「 ダロウカ 」 に共通して成立することを示している。以上のように、








wh疑,�J文 選択疑問文 yes-no疑問文 非疑/Ml文
どこに行こうか 山に行こうか、それとも、海に行こうか(lil 海に 行こうか 海に行こう（海
（どこにしよう にしようか、それとも、海にしようか）。 （海にしようか）。 にしよう）。
か）。 海に行こうか、行くまいか。
i餌に行こうか、どうしようか。
誰が来るだろう 太郎が来るだろうか、それとも、次郎が来る 次郎が米るだろ 次郎が来るだろ
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3. 1 wh 疑問文
行為そのものの実行はすでに決意されているのだが、 その行為内容に未決定の部分がある
ことによって、 最終的な意思決定がなされていないというときには、 wh疑問文の 「 ショウ
カ」を用いる。
(11) —まさかとは思うが、 今朝、 夫がいやに早く起きたこと、 ハイヤ ー を呼ぱな
かったことを思い出すと、 不安が増して来る。
久子はしぱらく迷っていたが、「念のためだわ」 と自分に言いわけしながら、 受
話器を取った。 しかし、よぷ令かけよう？ 社へ砲話して、「すみません、 主人は







(13) あの時は 一時間もかかって念入りに化粧をし、 沿物をと＆おしようかと随分と
迷った。頓岡にこれという感梢もないのに若いという新要に負けたくない 一心で
あった。 （渡辺淳一 「花埋み」）





ともかく、 呂也が何かを隠しているとしたら、 果たしてどこへ開すかである。 そ
れが何なのかも分からないのだから困ってしまうが、 ともかくせっかく苦労して忍
ぴ込んだのだから、 捜すだけ捜してみよう。 （赤川次郎「女社長に乾杯！ J） 





























げるタイプである。 このタイプには、(21)のように、「ーニスル」 構文を用いるバタ ー ンと、
(21'）のように、 行為を明示するバターンとがある。









のコルクを抜き、 匂を嗅ぎ、 コ ルクをしめ、 台所へ行って、 コ ップを探していると
碧戒警報が出た。 （井伏閲二 「黒い雨」）
(23) 停車場前の茶店から月日亭に砲話をかけて見ようか、 どうしようか、 一寸彼は
迷っていた。 （志賀直哉「瑣事」）










(25) 老人は私の頭鋭骨の野きから、 いったい何を読みとるのだろう？ 彼は私の記位
を読みとるのだろうか、 それとも私の記憶の外にあるものを読みとるのだろうか？
（村上春樹庫界の終りとハ ー ドポイルド ・ ワンダ ー ランド」）




















(28) 「私も一つ、 日参でもして見ようか。 こう、 rうだつ』 が上らなくっちゃ、 やり
きれない」 （捌II龍之介「迎」）
特に、「サアJ rサテJ 「 ソロソロ」などに後続する場合は、「ショウ 」 にかなり近づく。













のように、 取り上げた候補を選択する ・ しないに関して話し手の態度が中立的であるという
例や、 むしろ、 取り上げた候補に対して、話し手が疑念や否定的な見方をもっていることが
意味される例が少なくない。
(32) 椎名 ほんとによく続いたな。あの事務所を借りた時、 目燻と一素行に、「こんな
とこ偕りちゃって、 おれたちいいん旦五立企。生きていけるん且五立企」って、 ニ
人でしゃがんで四角い窓を見上げていた。

































岱版を感じる。 それは、 彼らが、 黒人を人IUJと区別せず、 同じ族として考えている
からではないかと思う。 アメリカの人種差別問姐は、肉親の愛憎に似．てぷ�Y.!!1-.�.！こ
五立か。 ． ‘ （五木究之 「風に吹かれて」）
あるいは、 次の例のように、 話し手がく懸念）を抱いていることが窓味されることもある。






























また、 「 ノデハナイカ」が有力候補提示の専用形式であることは、 これが選択疑問文で使用
できないことからも窺える。
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筈の教室の前まで様子を見に行ったりした。 （筒井康隆「エデイプスの恋人」）







いるー�有力候補を提示している一ーことを物語っているように思われる （注5) 0 
以上をまとめると、 く意志〉の系列においては、 選択候補提示と有力候補提示の対立が統
語的に（疑問文のタイプによって）示され、く推祉〉の系列においては、それが述語形式（「ダ
ロウカ 」 と 「 ノデハナイカ 」 の区別）によって示されるということになる。
(47) 
選択候補提示 有力候補提示












yes-no 疑l用においては有力候補提示の機能をもつ。有力候補提示という態度と「迷う 」 と
いう動詞の語ぅ涎的意味が矛盾するのである。
なお、 〈意志〉の系列においては、 述語形式による判断の未決定段階の表し分けはないも









腹Bから仕事に戻ることにしよう、 と伊木一郎は心を定めた。 そして、 その午
後、 山田理炭店に出かけていった。店の中は閑散としている。
（吉行淳之介「砂の上の植物群」）
のように、 意思決定したことだけを述べる。 さらに、「スルトショウ（力） J は、

















(56) 伽たちも 1月日のバー ティーに丘三立企。
(57) ＊君も明日のバ ー ティ ー に丘三立企。
(56) は、 話し手が開き手と共同して意思決定を行おうとするもの、 (57) は、 すでに意思
決定を行っている話し手が1開き手に同じ意思決定を行うよう促すものである。 (56) のみが
成立するのは、 く意見要求〉の 「 ダロウカ」と同様、＜勧誘〉の 「 ショウカ」にも、 融合型の
視点制約が拗いているからであると見られる。
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) 君も明日のパーティ ー に丘三立メ。
注
1 様準語では、「～と酋えよう」 「～と考えられよう」 「一と見ることができようjといった、 也き
言菜での主張を控えめにする用法にほぽ限られる。
2 判断形成過程を表す形式として 「 ショウ」とrダロウ」の瞑能を統ー(Iりに説明しようとしている
研究として、森山(2000)がある。 ただし、 森山が「ショウ」 rダロウ」の形式自体の意味（昨用
法に通じる意味）を判浙形成過程の表示（未決定な述ぺ方）とするのに対して、節者は、 判断形成
的な意味の実現の根拠をあくまでも「ショゥ J「ダロウ」と 「 シヨウカ」 rダロウカ」の形態沿的な
対立に求める。
3 安逹(2002b)では、 文脈内で実現する意味によって、立志の表出の疑問化である r ショウカ」









6 安達は、 この事実に対して、 yes-no 疑問の 「 ショウカJは、 特にリilき手めあてといった対{ll!.的
モダリティを滞ぴているために、 埋め込み節へ格下げできないという説明を行っている。







2002b r第11花 意志·勧誘のモダリティ」 「第5京 牲問と疑い」 r新日本紐文法選杏4 モ
ダリティ』くろしお出版
仁田義雄1989「r行こうか戻ろうか」ー―—意志表現の疑問化＿をめぐって」 『 日本研学』8-8
藤田保幸1989 「「意図引用」の耕相ー 「仇を討とうと旅に出る」などの表現について一J r愛知教
育大学研究報告J 38（人文科学紺）
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